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分娩前移行期の高蛋白水準飼料給与による産乳性の向上

経産牛の分娩前移行期に高蛋白水準（CP15%）飼料を給与すると、産乳性の向上が見られる

が、繁殖成績は、標準蛋白水準（CP12%）飼料を給与する方が良好である。
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研究のねらい

乳用牛の分娩前移行期の蛋白水準については研究例が少なく、適正蛋白水準は明確化されていない

のが現状である。そこで、ホルスタイン種経産牛の分娩前移行期の給与飼料蛋白水準の差が分娩後の

産乳および繁殖に及ぼす影響について解明する。

研 究 の 成 果

１．移行期の飼料中CP含量が、乳牛の産乳性と繁殖性に及ぼす影響について全国10場所で70頭の乳牛

を用いて２年間の反復試験を行った。試験期間は分娩９週前から分娩14週後までとした。処理区を

移行期だけに設けて、飼料中CP含量を12.7%（CP12%区）と15.3%（CP15%区）の２区とした。

２．乾物摂取量

乾物摂取量は、試験期間を通して両区に差は見られない。

３．産乳成績（分娩後14週間）

CP12%区およびCP15%区における平均日乳量は、それぞれ38kgおよび40kgとなり、CP15 %区で有意

に増加する。乳成分については両 区に差はみられない。（表１、図１）

４. 泌乳期において体重の回復はCP12%区よりCP15%区の方で遅い傾向にあり、産乳量の差が影響した

と思われる。

５．繁殖成績（20週間）

繁殖成績では、授精回数及び受胎率はCP12%区で良好な成績がみられた。（表２）

普及上の留意点

１．移行期の高蛋白は分娩後の泌乳量の増加が期待できるが、その分体重の回復が遅れ繁殖に影響を

与えることから分娩後は泌乳量に見合うエネルギー充足が必要である。



［具体的データ］

表１ 飼料成分（TMR・DM中）

乾乳前期 移行期 泌乳期

CP12%区 CP15%区

TDN 63.4 69.6 69.5 75.8

CP 12.1 12.7 15.3 17.0

移行期のCP15%区の飼料：主に大豆粕でCPをあげる

供試牛：ホルスタイン種経産牛（2～5産）64頭

供試期間：分娩予定の9週前から分娩後14週まで

図１ 乳量の推移

表２ 繁殖成績（分娩後20週間）

項 目 CP12%区 CP15%区

発情回帰日数 （日） 58.6 62.7

初回授精日数 （日） 78.3 82.3

受胎までの日数*（日） 110.6 119.6

授精回数* （回） 1.6 a 2.1 b

受胎率** （％） 56.3 a 31.3 b

* 受胎した牛の平均 a-b：P<0.05

** 試験牛中の受胎した牛の割合
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